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 前期も終わり、後期に入ります！ 
  ９月になっても、残暑が厳しい日が続いていましたが、月末になり、ようやく気温も少し落ち着き、
秋の訪れを感じられるようになってきました。気がつけば、はや前期の終業式。一年の折り返しで
す。子どもたちは、秋の訪れを心待ちにしながら、勉強や運動に頑張っています。　 そして、どの学年
の子どもたちも新年度当初に比べ、心身ともに成長したことを感じます。終業式には、通知表を持ち
帰ります。通知表を見ながら、お子様と前期の学校生活について話をし、頑張ったことをしっかりほ
めてあげてください。 
　 後期は次の学年への進級をめざして、生活面、学習面ともにさらなる充実を図っていきたいと考
えています。今後ともご理解・ご協力よろしくお願いいたします。 

 

１０月の行事予定  
 

２ 金 夢っ子クラブ  ４ 日 家庭人権学習の日  
 

 ６ 火 こよみの会  ７ 水 県市合同学校訪問  
委員会活動⑥ 第5回PTA本部役員会  

 
８ 木 前期終業式  ９ 金 秋季休業日  

短縮日課13:00下校 市陸上運動記録会  
 

１０ 土 家庭読書の日 12 月 スポーツの日  
市陸予備日  

　  
１３ 火 後期始業式 1４ 水 ６年生下校14:50  

教育実習開始（～26日まで）  
ロバート先生来校  
木曜日課14:20下校  

 
15 木 修学旅行１日目 16 金 修学旅行２日目  

食育パワーアップ作戦   ギャリー先生来校  
食育パワーアップ作戦  
夢っ子クラブ  

 
２０ 火 学校安全の日 ２３ 金 夢っ子クラブ  

ヴォルティス出前授業（3年・4年）  
クラブ活動　 　  

 
２４ 土 県陸上運動記録会 ２５ 日 県陸上運動記録会予備日   

阿南市人権教育協議会中野島支部  
人権教育研究大会  

 
26 月 全校朝会 ２７ 火 ロバート先生来校 

2８ 水 第６回PTA本部役員会・全体役員会 ２９ 木 ５年生研究授業

３０ 金 バス遠足（1年～５年） 
６年生授業       夢っ子クラブ

11月の行事予定 
○8日（日）長岡東集会所文化祭 
 
○10日（火）～11日（水）　 ５年生宿泊学習                 ○25日（水）第7回PTA 
                                                                      本部役員会 
○14日（土）横見のまつり　 　 阿南市学童展（～15日まで） 
 
○16日（月）振替休業日                       ○26日（木）一中校区人権教育研究大会 
 
○19日（木）阿南市音楽会（４年）



 

    避難訓練・親子防災学習・龍谷大学との防災学習 
 
 

最近は、熊本地震や千葉の豪雨災害、床下床上浸水など、日本各地で大きな災害が起こっています。 
横見小学校は、９月、防災についていろいろな機会を設け学ぶことができました。 

 ○９月１０日（木） 　  地震・火災を想定した避難訓練を行いました。子どもたちも今までの経験を 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 生かし、落ち着いて避難を行うことができました。

 　

○９月１２日（土）　  南部防災館の方を講師に招き、親子防災学習を行いました。 
 　 　 　 　 　 　 　 　 「非常食体験」「防災用品体験」「避難所運営ゲーム」の３つのブースに分かれ 
                 て防災について学習しました。

 

 
 
 

 　
  ○　 わたしは、ペットボトルでライトをつくりました。ペットボトルのそこに、スマホをおくと、あか 
　 　 るくなりました。ていでんになったらやってみます。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （１年） 
 
  ○　 ぼくは、うまれてから一回も地しんやあぶないことにまきこまれたことがないので、もし地し 
　 　 んが来たときに、ならったことを思い出してあぶないめにあうのをふせぎたいです。 
    ひじょうようトイレがすぐにゼリーみたいになるのがふしぎでした。　 　 　 　 　 　 　 　 （２年） 
 
  ○　 わたしは、ひじょう食のパンとふつうに売っているパンの食べ比べをしました。ふつうに売 
　 　 っているパンはしっとりしていたけど、ひじょう食のパンはパサパサしていました。 
    　 ひじょう食は長持ちするけれど、ふつうに売っているパンは２・３日しか持たないからなん 
　 　 だなと思いました。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      （３年） 
   
  ○　 ぼくがいんしょうに残っているのは、非常時用のトイレやランタンづくり、ベッドづくりです。 
　 　 トイレは水を固める粉を使うとすぐ固まりました。ランタンはペットボトルで作れるのですごい 
　 　 と思いました。家族で災害に備えて防災バッグの準備をします。                   （４年） 
 
  ○  一番大切だと思ったのはひなん所でのルールです。なぜかと言うとひなん所のルールを 
　 　 知らないで、ひなん所に来てしまうと同じひなん所に来た人を困らせてしまうし、自分も困る 
　 　 からです。防災教室で教わったことをもとに、災害が起こった時に困らないように備えをしっ 
　 　 かりしたいです。                                                            （５年） 
　  
　 ○　 避難所運営ゲームのブースでは、「避難所にペットを連れていってもいいか」ということで 
　 　 話し合いました。私は犬をかっているので自分のことでもあるのでよく考えました。 

 やっぱり、ペットも大切な家族なので一緒に生活するのが当然だと考えました。今回の学 
習で災害を身近に感じ、どうすればいいかをしっかり考えるきっかけになりました。 
                                                                      （６年） 

 
 
 
 
 
 



 
 

 
○９月１８日（金）　 　 龍谷大学との防災プロジェクトの出前授業が行われました。龍谷大学の
　 　 　 　 　 　 　 　  先生と学生さん６名に来ていただき、3年生・４年生が防災について学びまし
　 　 　 　 　 　 　 　  た。前半は、液状化について、後半は「目指せ避難の達人！」ということで、 
                 災害が起こった時にどのように避難をするかを地図を使って考えました。龍 
                 谷大学の学生さんが準備してくださった教材や学生さんからのアドバイスを
                 手がかりに、子どもたちも一生懸命、考え、話し合った、とても充実した２時間
                 になりました。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○　 実験で液じょう化げんしょうのことをよく学習しました。とうめいのかごの中にあるマンホール 
　 　 と人にたとえたカービィーが入っていました。手でとうめいのかごの両横をとんとんすると、マン 
　 　 ホールが地面まできていて、人にたとえたカービィーは地面にうまっていました。たくさん勉強
　 　 になりました。自分のいのちを守れる人になりたいです。 

 
  ○  わたしが、はじめて知ったことは、二次災害です。この言葉の意味は地震が起きて、何かがお 
    こるという意味だったのは知らなかったので、とても勉強になりました。災害はとてもこわいこと
　 　 なので、もっと防災のことを知りたいです。 
 
  ○  わたしは、今弟がいますが、もし災害が起こったら弟を守りたいです。本当に楽しく学べた 
    ので「液じょう化げんしょう」という言葉をおぼえておきます。自分のいのちは自分で守るけ 
    れど妹や弟のいのちも守ってあげたいです。 
 

                  ～６年生～ 
 
                            ○　 淡路の水上アスレチックに行きました。最初にアスレチッ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  クでのあぶないことの説明をききました。説明をきいたら 
                               海に入りました。最初にかんたんなエリアに行きました。す
                               べり台もすべりました。海はとてもしょっぱかったです。妹と
                               ママはとても落ちていました。パパはあんまり落ちませんで
                               した。とても楽しかったです。 
 
 
 ○ 親戚のみんなと淡路島に行きました。まず海に行きました。海の水は少しぬるくて、気もちよ
　 かったです。しばらく遊んでからとまる一軒家を見に行きました。二階建てでとても広い場所
　 でした。夜にはバーベキューをしました。とてもおいしかったし楽しかったです。 
 
 ○　 文化の森へ葛飾北斎と歌川広重の浮世絵を見に行きました。浮世絵が流行した江戸時代
　 には、よくないことが続き景気が悪かったので、ウキウキするような絵をかこうと「浮く」という
　 漢字が当てられたそうです。私が一番印象に残っている絵は、歌川広重が、かいた橋を武士
　 がわたっている絵です。その絵は雨が降っていたのですが、言葉ではいい表せないほど迫力
　 があり繊細な雨でした。 


